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AUNの設立経緯
目的：学生と職員による各種共同事業を通じ相互理解を促進すること

①学生と教員の交流

②共同研究

③情報共有

④ASEAN研究の促進

➢ 1995年、ASEAN10か国の高等教育担当大臣に

より合意・署名され設立した。

➢ ASEAN諸国を代表する大学で構成。

➢ 日本、EU、中国、韓国は域外パートナーとして、技

術・資金援助。

Copyright(C)2016 Japan Association for Promotion of Internationalization. All right Reserved 



AUNメンバー大学
ASEAN10か国、30の大学によるネットワーク

AUNのホームページ（ http://www.aunsec.org/index.php　2016年8月18日最終確認）より引用、
AUNの詳細については、同ホームページを参照のこと。
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組織

AUN傘下
AUN/SEED-NET（工学分野）　AGBEP（ビジネス・経済分野）　

AUNIP（知的財産分野）　AUNILO（図書館・情報ネットワーキング分野）　
AUN-HREN（人権教育分野）　ACTS（単位互換シスムム）

①政策決定機関として理事会

②活動を実施するメンバー大学

③計画案策定・調整・モニタリングを担う事務局

理事会：各国政府により任命される10名の大学代表者。年に

1回理事会が開催される。

事務局：バンコク、チュラロンコン大学内。

事務局長：理事会議長（タイ高等教育委員会長官）の推薦を受

け、る次回により任命される。
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AUN/SEED-Net
ASEAN工学系高等教育ネットワーク

　日本政府の協力のもとASEANの工学分野での人材育成・研究能力の向
上を図るために立ち上げられたネットワーク

➢ 1997年、アジア経済危機を踏まえ、日  ASEAN非公
式首脳会議で日本政府が打ち出した「 21世紀に向
けた日ASEAN協力」

→高等教育分野での専門的な人材の育成支援を提唱

➢ 1999年、ASEAN+3会議で「工学系高等教育による
人材育成」等への支援を提唱

➢ 2001年、AUNのサブネットワークとして設立され
た。工学分野の大学間ネットワーク。

AUN/SEED-Netのホームページ（http://www.seed-net.org/ja/  2016年8月18日最終確認）より引用
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参加機関

AUN/SEED-Net「日本のブックレット」

（http://www.seed-net.org/wp-content/uploads/2016/01/Brochure-2-%E0%B8%AA%E0%B8%B5%E0%B9%80%E0%B8%82
%E0%B8%B5%E0%B8%A2%E0%B8%A7.pdf　2016年8月18日最終確認）
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奨学金プログラム

AUN/SEED-Net 「日本のブックレット」から
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共同研究プログラム

AUN/SEED-Net 「日本のブックレット」から
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SEED-Netが改革のスピードを加速させた。

AUN/SEED-Netが果たした役割

参画によって域内から留学生が流入化することで、教育活動の国際化が促進さ

れ、域内他国との共同研究を通じて研究活動の国際化が進んだ。
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